
 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

子どももの作り教室 

「夏休み(前)陶芸チャレンジ！」 
夏の思い出作りに、陶芸にチャレンジしてみませ

んか？一人 1 作品作ります。青少年センターで活

動している陶芸サークル「みずとり」のメンバーがてい

ねいに教えます。 

◆日時  8/2(日)、23(日)10:00～12:00 

◆対象  小学 1～6 年生 12 名(先着) 

       2 回とも参加できる人 

◆参加費 500 円 

◆〆切  7/23(木) 

 

劇作家のための 

第八回中国ブロック劇王決定戦  

挑戦者締め切り迫る！！ 
中国ブロック劇王とは、中国地方で活動してい

る演劇人が集い、観客の投票と審査員による審

査で勝負を競う短編演劇祭です。作品の優劣を

競うのではなく、劇作家たちが互いに切磋琢磨し、

つながり合う場、飛躍のための土台となっています。

今年は、12 月 20 日（日）開催予定です。 

◆参加資格 

中国地方で活動している演劇人。 

12/19(土)、20(日)参加可能な人。 

◆参加費 

5,000 円 

チケットノルマ 10 枚(チケット 1 枚 1,500 円) 

◆募集締め切り 

7/31 日(金)  

◆応募方法 

下記のアドレス宛てにタイトルを「劇王参加希望」

とし劇作家名を送信してください。事務局より応募 

フォームを送信します。 

gekioh.chuugoku@gmail.com 

 

ギャラリーKOSEIREN 
センター利用者の中心的な存在である「こうせい

れん」の活動をご紹介します。 

◆日時 6/15(月)～7/5(日) 

◆場所 1 階ロビーほか 

発行：（公財）広島市文化財団 

     広島市青少年センター 

     広島市中区基町5番 61号 

http://www.y-center.jp/ 

７ 月号 広島市青少年センターだより    令和２年６月１5日発行 

① まずは事務室窓口に 

どうぞ。混みあうときは、足

跡マークにたってお待ちくだ

さい。順番にご案内します。 

センター★新しい生活様式での使い方 
青少年センターが開館し、少しずつ利用者さんたちのにぎわいも戻りつつあります。 

お互いが気持ちよく使っていただけるために、ソーシャルディスタンスな受付に変更します。 

 

講座・イベント情報 
＝講座・イベント申し込み方法＝ 
電話、FAX、E-mail で氏名、年齢、電話番号を添えて青少年センターにお申し 
込みください。参加費は事業の初回にお持ちください。 

TEL/082-228-0447    FAX/082-228-7074     
E-mail/y-center@cf.city.hiroshima.jp 
※申し込みの際にお知らせいただいた氏名、年齢、連絡先等の個人情報は、当人 

の許可なく事業以外の目的では使用しません。 
※詳細は HP にて随時更新します。 

E-mail アドレス 

６/７月の休館日毎週火曜日（6/2.9.16.23.30.7/7.14.21.28）祝日の翌日（7/24.25） 

③申請書やグループ登録

などの書類の記入は窓口

反対側の机でご記入くださ

い。 

②右側が入室受付

や予約の受付などの

じっくりコース。左側が

部屋の鍵の返却のみ

などのスピードコースで

す。 

④窓口が込み合いますので、部屋

の空き状況の照会は、できるだけ

HP でご確認ください。青少年セン

ターは Wi-Fi 完備なので、通信料

は無料です。 

（「ひろしま公共施設予約サービ

ス」で検索！） 

 

詳しくは事務室までお尋ねください。 

 

地域活動、応援します！ 
青少年センターではたくさんの青小年グループが活動しており、その内容は多種多岐に渡って

います。青少年センターでは、その有り余るエネルギーを地域活動に生かすことができないかと考

え、今年度の重点新規事業「地域貢献支援事業」として応援することにしました。 

例えば、現在企画中なのは、藤の木公民館の職員さんと相談し、キャンプリーダーの学生グル

ープ「カッターズ」の指導による「ピザ窯でつくるピザづくり教室」です。コロナ禍で家にこもってばかり

の子どもたちに、たまには思い切り遊ぶ体験をさせてあげたい、という思いは共通のものです。それ

を繋ぐお手伝いがしたいと思っています。 

このように、青年たちの力を借りたいと 

考えている、公民館や児童館、学校現場の 

みなさん、興味があればぜひ青少年センター 

事務室までお尋ねください。 

まだ始まったばかりの事業ですが、地域と 

ワカモノを繋ぐ架け橋になれたらうれしいです。 

 

 

 

 

 


